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市議会だより市議会だより
きたかみきたかみ

第１２３号
令和３年 10 月 22 日

市内飲食店や温泉旅館への支援を含む市内飲食店や温泉旅館への支援を含む
一般会計補正予算を可決 一般会計補正予算を可決 ｐｐ.2.2

　夏油高原温泉郷では、 岩手県民限定 「いこうよ夏油キャンペーン」 を実施中。 これは、 宿泊プラン

や日帰りプランの一部を補助する市の地域温泉旅館支援補助金を活用し、 売上高の回復を図るため

に企画されました。 来訪者をおもてなししようと夏油高原温泉郷旅館組合の皆さんは気合十分。

　意見書３件を国に提出   -------------ｐ. ２

　令和２年度決算を認定   -------------ｐ. ４

　一　般　質　問   -------------------ｐ. ７

　北上市議会基本条例の一部を改正   ---ｐ.12

　北上市議会業務継続計画の実行訓練

議会だよりをスマートフォンや

タブレット端末からご覧いただけます

YouTube

「９月通常会議」

「マチイロ」
ホームページ

　無料アプリ「マチイロ」で

きたかみ市議会だよりを配信

しています。

　なお、ご利用にはアプリの

ダウンロードが必要です。
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市
内
飲
食
店
や
温
泉
旅
館
へ
の
支
援
を

 

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

第 266 回

８月

臨時会議

　

第
２
６
６
回
８
月
臨
時
会
議
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

き
た
か
み
安
心
飲
食
店
支
援
金

（
６
０
０
０
万
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
飲
食
店

な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
県
が
行

う
「
い
わ
て
飲
食
店
安
心
認
証
」

を
取
得
し
た
事
業
者
に
対
し
、
１

店
舗
当
た
り
20
万
円
を
支
給
す
る

も
の
。

Ｑ　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
は
飲
食
業
だ
け
で

は
な
く
、
旅
行
業
者
な
ど
も

修
学
旅
行
の
延
期
な
ど
で
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

ほ
か
の
業
種
も
含
め
て
今
後

の
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

 

県
で
実
施
し
て
い
る
事
業
者

調
査
の
デ
ー
タ
で
は
、
飲
食

業
と
宿
泊
業
が
突
出
し
て
影

響
を
受
け
て
お
り
、
今
回
は

こ
の
２
業
種
に
絞
っ
た
。
そ

の
ほ
か
の
業
種
に
つ
い
て
も

状
況
を
見
な
が
ら
支
援
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
温
泉
旅
館
支
援
補
助
金

（
９
５
５
万
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、
市
内
温
泉
施
設

の
売
上
高
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
売
上
高
の
回
復
を
促
す
た

め
、
県
民
を
対
象
に
温
泉
施
設
の

宿
泊
プ
ラ
ン
お
よ
び
日
帰
り
プ
ラ

ン
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
。

・ 

県
民
が
市
内
温
泉
施
設
で
１
泊

２
食
付
き
プ
ラ
ン
（
８
０
０
０

円
以
上
）
を
利
用
し
た
際
に
、

大
人
１
人
に
つ
き
５
０
０
０
円

の
割
引

・ 

県
民
が
市
内
温
泉
施
設
で
日
帰

り
入
浴
プ
ラ
ン
（
２
０
０
０

円
以
上
）
を
利
用
し
た
際
に
、

１
０
０
０
円
の
割
引

※ 

対
象
期
間
は
11
月
14
日
ま
で
。

意見書

意
見
書
３
件
を

　
　
　
　
国
に
提
出

YouTube

「８月臨時会議」

な
お
、
岩
手
緊
急
事
態
宣
言
中

は
事
業
を
開
始
し
な
い
。

Ｑ　

 

岩
手
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

が
遅
く
な
る
と
事
業
実
施
期

間
が
短
く
な
る
こ
と
か
ら
、

予
算
額
に
達
す
る
ま
で
支
援

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

 

夏
油
高
原
温
泉
郷
旅
館
組
合

か
ら
の
要
望
で
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
終
期
に
つ
い

て
は
夏
油
温
泉
の
冬
季
閉
鎖

ま
で
と
し
て
い
る
。
開
始
お

よ
び
終
期
に
つ
い
て
は
、
状

況
を
見
な
が
ら
同
組
合
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の

海
洋
放
出
決
定
を
撤
回
し
、
安
全

な
処
理
・
保
管
方
法
の
確
立
を
求

め
る
意
見
書

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
伴
う
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
（
多
核
種
除
去
装
置
処
理
水
）

を
海
洋
放
出
す
る
方
針
の
決
定
に

対
し
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
を
拙
速
に
行
わ
ず
、
正
確
な

情
報
の
提
供
、
関
係
者
の
理
解
を

得
る
こ
と
に
全
力
を
傾
注
す
る
と

と
も
に
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
安

全
な
処
理
・
管
理
方
法
を
早
急
に

求
め
る
た
め
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
。

【
賛
成
討
論
】

　
　

髙
橋　

久
美
子　

議
員

　

漁
業
関
係
者
の
理
解
な
し
で
の

放
出
決
定
は
政
府
見
解
に
反
し
て

い
る
。
風
評
被
害
に
よ
る
後
継
者

の
漁
業
離
れ
に
も
つ
な
が
り
、
拙

速
な
海
洋
放
出
は
認
め
ら
れ
な
い

た
め
賛
成
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

　
　

熊
谷　

浩
紀　

議
員

　

国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

も
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
と
評
価

し
て
お
り
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
は

海
洋
放
出
が
現
実
的
な
対
応
と
考

え
ら
れ
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を
含
む

土
砂
を
埋
め
立
て
に
使
用
し
な
い

よ
う
求
め
る
意
見
書

　

沖
縄
県
の
辺
野
古
新
基
地
建
設

に
伴
う
埋
め
立
て
に
、
先
の
沖
縄

戦
戦
没
者
の
遺
骨
な
ど
を
含
む
土

砂
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

た
め
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

【
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　
　

星　

敦
子　

議
員

　

ご
遺
骨
が
埋
ま
っ
て
い
る
地
域

の
土
を
埋
め
立
て
に
使
用
す
る
こ

と
は
、
人
道
上
の
立
場
か
ら
み
て

も
問
題
で
あ
る
た
め
賛
成
で
あ
る
。

第 267 回

９月

通常会議
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議決結果①（条例など）

賛否の別れたもの

（賛成〇反対●）

賛否 新清会 北政会 北新ネット
北上まほろば

クラブ
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

居
駒　
　

勉

藤
原　

常
雄

司
東　

道
雄

菊
池　
　

勝

昆
野　

将
之　

藤
本　

金
樹

藤
田　

民
生

太
田　

洋
市

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

高
橋　

孝
二

髙
橋　
　

洋

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

武
田　
　

勝

小
原　

敏
道

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

鈴
木
健
二
郎

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

東京電力福島第一原子力発電

所におけるＡＬＰＳ処理水の

海洋放出決定を撤回し、安全

な処理・保管方法の確立を求

める意見書

17 ８ ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む

土砂を埋め立てに使用しない

よう求める意見書
21 ４ ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇

北上市個人情報保護条例及び

北上市行政手続における個人

番号の利用等条例の一部を改

正する条例

21 ４ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 ●

【
反
対
討
論
】

　
　

小
原　

享
子　

議
員

　

土
砂
調
達
の
候
補
地
は
、
沖
縄

県
内
７
地
区
、
県
外
11
地
区
。
業

者
か
ら
の
調
査
で
、
土
砂
の
調
達

可
能
量
の
回
答
が
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
。
防
衛
省
で
も
、
ご
遺
骨
の

問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る

こ
と
や
、
訴
訟
中
の
案
件
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
反
対
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状

況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
伴
う
地

方
財
政
の
悪
化
が
継
続
し
て
い
る

こ
と
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保

を
求
め
る
た
め
、
政
府
関
係
機
関

へ
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
総
務
常
任
委
員
会
か
ら

発
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

請願

陳情

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
配
布
に
つ
い
て

の
陳
情
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
券

の
配
布
に
関
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の

副
反
応
の
状
況
な
ど
、
接
種
を
受

け
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
の

詳
細
な
情
報
が
市
民
に
提
供
さ
れ

て
い
な
い
と
し
て
、
接
種
券
の
配

布
を
16
歳
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ

と
や
、
年
代
別
の
副
反
応
動
向
が

分
か
る
資
料
を
作
成
し
、
接
種
券

に
同
封
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る

も
の
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査

で
は
、
「
若
年
層
で
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
希
望
し
て
い
る
人
は
い

る
。
国
で
は
ワ
ク
チ
ン
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
報
告
、

最
新
の
情
報
が
随
時
公
開
さ
れ
て

い
る
。
市
で
も
接
種
券
と
と
も
に
、

国
の
情
報
へ
つ
な
が
る
案
内
文
書

を
送
付
し
て
い
る
の
で
不
採
択
と

す
る
べ
き
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
不
採
択
と
の
委
員
長

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

条例

北
上
市
個
人
情
報
保
護

条
例
及
び
北
上
市
行
政

手
続
に
お
け
る
個
人
番

号
の
利
用
等
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
引
用
し
て
い
る
条
項
な

ど
を
改
正
す
る
も
の
。

【
賛
成
討
論
】

　
　

髙
橋　

洋　

議
員

　

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て

も
こ
の
改
正
が
急
務
で
あ
り
、
条

例
案
に
賛
成
す
る
。

【
反
対
討
論
】

　
　

鈴
木　

健
二
郎　

議
員

　

改
正
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
国
民
の
個
人
情
報
を
掌

握
・
監
視
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
危
険
な
改
定
と
な
る
。
よ
っ
て

本
条
例
改
正
に
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
産
業
廃
棄
物
焼
却
発
電
施
設
の
設
置
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
は
継
続
し
て
審

査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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一般会計

特別会計

下水道事業会計

営業収益
（Ａ）

営業費用
（Ｂ）

営業損益
（Ａ－Ｂ…Ｃ）

営業外収益
（Ｄ）

営業外費用
（Ｅ）

経常損益
（Ｃ＋Ｄ－Ｅ）

15 億 6,206 万円 25 億 4,239 万円 △ 9億 8,033 万円 14 億 3,575 万円 3億 8,162 万円 7,379 万円

＊
表
中
の
金
額
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
合
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険 71 億 6,528 万円 71 億 4,910 万円 1,618 万円

後期高齢者医療 16 億 375 万円 16 億 79 万円 296 万円

介護保険 83 億 3,971 万円 81 億 1,581 万円 2億 2,390 万円

工業団地事業 31 億 1,596 万円 29 億 4,479 万円 1億 7,117 万円

駐車場事業 1億 1,677 万円 1億 1,106 万円 571 万円

宅地造成事業 430 万円 377 万円 53 万円

電気事業 1億 5,696 万円 1億 5,381 万円 315 万円

合計 205 億 273 万円 200 億 7,913 万円 4億 2,360 万円

　工業団地用地の売却により

歳入は令和元年度決算より

約 14 億円の増となりました。

【国・県支出金】

218 億 232 万円　35％

0

20

40

60

80

100

【市税】

142 億 3,561 万円　23％

【市債】

96 億 650 万円　16％

【譲与税・交付税など】

84 億 7,024 万円　14％

【その他】

72 億 9,146 万円　12％

【総務費】

149 億 104 万円　25％

【民生費】

135 億 7,774 万円　22％

【教育費】

72 億 6,441 万円　12％

【公債費】

65 億 6,528 万円　11％

【土木費】

64 億 1,426 万円　11％

【商工費】

42 億 51 万円　7％

【その他】

70 億 1,366 万円　12％

新型コロナウイルス感染症対策関連事業

費総額　112 億 4,276 万円

（内訳）

特別定額給付金事業【総務費】

　92 億 5,839 万円

子育て世帯への臨時特別給付金

給付事業【民生費】

　 1 億 2,563 万円

地域小規模企業者給付金事業【商工費】

　 3 億 2,979 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　など

道路除排雪事業【土木費】

　 8 億 6,231 万円

そのほか、市道飯豊北線、牡丹橋の整備

など

笠松小学校改築事業【教育費】

　　 4 億 338 万円

そのほか、東部地区統合小学校建設事業

など

令和２年度は

新型コロナウイルス感染症対策と

施設整備に大きく事業費を投入

＜主な事業＞
歳入　

614億613万円

歳出　

599億3,690万円

　施設が増え介護サービス費

が増えたことなどにより、歳

出は令和元年度決算額より

約２億円の増となりました。

決算を
認
定

　９月通常会議では、議長を除く25人の議員で構成する決算特

別委員会を組織し、令和２年度決算の審査を行いました。市の

事業に使われた費用や成果をチェックし、無駄のない行政運営

が行われているかを審査しました。

※ 歳入、歳出ともに第三セクター等改革推進債借換

分（33億6,000万円）を含んでいます。
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第 267 回９月通常会議

議決結果②（決算）

賛否の別れたもの

（賛成〇反対●）

賛否 新清会 北政会 北新ネット
北上まほろば

クラブ
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

居
駒　
　

勉

藤
原　

常
雄

司
東　

道
雄

菊
池　
　

勝

昆
野　

将
之　

藤
本　

金
樹

藤
田　

民
生

太
田　

洋
市

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

高
橋　

孝
二

髙
橋　
　

洋

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

武
田　
　

勝

小
原　

敏
道

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

鈴
木
健
二
郎

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

令和２年度北上市一般会計歳
入歳出決算の認定 21 ４ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

令和２年度北上市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認
定

22 ３ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

令和２年度

＜付帯意見（＊）＞

　決算特別委員会で次の付帯意見を付けました。

　「市民生活への影響が大きい調査や計画策定事業においては、決算審査時に調査報告書あるいは計画書の内容

を示し、適切に予算が執行されたか確認できるようにすること。また、必要に応じて中間報告、完了報告などの

実施についても検討すること。」

＊
付
帯
意
見
…
議
会
の
委
員
会
が
議
案
を
可
決
（
認
定
）
し
た
際
に
、
そ
の
委
員
会
の
意
思
（
要
望
や
留
意
事
項
）
を
表
明
す
る
も
の
。
拘
束
力
は
な
い
が
、
市
当
局
は
付
帯
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

すべての決算に賛成

　　　　　　　　　　　　藤原　常雄　議員

　コロナ禍の緊急対策として、国や県の事業を

効果的に活用し、不足する部分は市単独予算で

対応した。施策ごとの課題を明確にしながら、

北上市版総合戦略の推進に向けて重点プロジェ

クトを軸に施策を展開し、着実に足取りを進め

た。また、コロナ禍の緊急対策として各種支援

事業を実施するため、大型補正予算の対応をし

ながらも健全化に進展がみられた財政運営は大

いに評価される。

一般会計、国民健康保険特別会計に反対

　　　　　　　　　　　　　　　　　安德　壽美子　議員

　コロナ禍で貧困格差が拡大したが、国、県の支援策は不十

分であり、それに対する市の補てん的対応も十分ではなかっ

た。感染拡大防止のための社会的ＰＣＲ検査は極めて消極的

であった。緊急経済対策の住宅リフォーム、飲食券配布、中

小企業および小規模事業者支援の実施は評価できるが、要件

から外れた事業者にも、漏れがない支援をすべきだったし、

生活困窮者の実態把握と支援策も不十分であった。また、国

民健康保険特別会計は、財政調整基金を活用し子どもの均等

割を軽減すべきだった。短期被保険者証の発行はやめるよう

改善すべきだった。

賛成討論 反対討論

●Ｒ２年度会計

広報キクコの議会解説

　Ｑ　決算審査は何のために行うの？

　Ａ　市のお金の使い方を検証・評価し、今後の予算編成に生かすためです。

　　　不適切なものや非効率なものがあれば、質疑を通じて明らかにしていき

　　　ます。また、決算審査は、予算の使い方をより一層適切で効率的なもの

　　　にするために重要な役割を担っています。

Ｒ３年５月末

出納閉鎖

決算書調製
９月　決算審査

本会議 ▶ ▶ 本会議

決算特別委員会

▶ 分科会 ▶全体会 全体会

Ｒ４年度予算編成
Ｒ４年３月

予算審査

市は、議会からの意見を踏

まえて予算を編成します。

●Ｒ４年度会計

市のお金の使い方をチェック

問題点や課題を整理し、市に

意見を述べます

※ １つの会計年度のお金の出
し入れは、４月１日から翌
年５月31日で完結します。

教えて！

　キクコさん

●Ｒ３年度会計
　（執行中）
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令
和
２
年
度
決
算　

各 

分
科
会 

が　

着
目　

し
た 

事
業 

は
？

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
で
健
康

体
操
】

感
染
症
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予

防
事
業

Ｑ　

 

い
き
い
き
百
歳
体
操
の

北
上
市
版
オ
リ
ジ
ナ
ル

動
画
の
活
用
状
況
や
効

果
は
。

Ａ　

 

市
内
活
動
グ
ル
ー
プ
や

医
療
機
関
、
薬
局
な
ど

に
動
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配

布
。
北
上
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
や
市
の
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
も
配
信
。
コ
ロ
ナ
対

策
で
少
人
数
グ
ル
ー
プ

で
の
活
動
に
動
画
の
活

用
が
広
が
る
こ
と
で
効

果
が
高
ま
る
と
期
待
す

る
。

【
公
立
保
育
園
に
カ
メ
ラ
・

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
置
】

公
立
保
育
園
感
染
症
対
策
施

設
整
備
事
業

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
事
業

と
し
て
、
接
触
を
避
け
る
た

め
に
カ
メ
ラ
や
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
の
設
置
、
消
毒
保
管
庫
の

購
入
な
ど
を
行
っ
た
。

Ｑ　

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も

併
せ
て
の
検
討
か
。

Ａ　

 

コ
ロ
ナ
対
策
や
新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
で
き

る
よ
う
整
備
し
た
も
の
。

防
犯
面
も
強
化
さ
れ
た

と
捉
え
て
い
る
。

【
太
陽
光
発
電
は
Ｃ
Ｏ
２
削

減
効
果
大
】

Ｃ
О
２
削
減
対
策
モ
デ
ル
事

業
効
果
検
証
事
業

　

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
太
陽

光
発
電
・
蓄
電
池
の
設
置
な

ど
で
、
導
入
前
と
比
較
し
約

３
５
８
ト
ン
の
Ｃ
О
２
が
削

減
で
き
た
。
コ
ス
ト
の
面
で

は
、
約
９
２
０
万
円
の
削
減

効
果
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。

特
別
定
額
給
付
金
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

家
計
支
援
と
し
て
１
人
10
万

円
の
給
付
金
を
給
付
し
た
も

の
。

　

対
象
３
万
９
０
２
７
世
帯

の
う
ち
３
万
８
８
７
６
世
帯

に
給
付
。
住
民
登
録
と
居
住

実
態
が
一
致
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
、
未
給
付
は

１
５
１
世
帯
あ
っ
た
。

地
域
飲
食
店
応
援
事
業

　

飲
食
店
を
支
援
す
る
た
め
、

１
世
帯
５
０
０
０
円
分
の
飲

食
券
を
配
布
し
た
も
の
。

　

３
７
１
店
舗
が
参
加
し
、

飲
食
券
の
利
用
率
は
94
・

２
％
だ
っ
た
が
、
利
用
店
舗

に
は
偏
り
も
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
郵
便
受
け
か
ら
20
件
ぐ

ら
い
な
く
な
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
。
配
布
方
法
は
簡
易

書
留
な
ど
も
検
討
し
た
が
、

配
達
員
と
の
接
触
に
よ
る
感

染
も
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
感

染
拡
大
の
状
況
下
に
お
い
て

は
ベ
タ
ー
な
選
択
で
あ
っ
た
。

街
路
灯
設
置
事
業
費
補
助
金

　

令
和
２
年
度
は
、
新
設
83

基
、
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

の
交
換
が
２
４
６
基
。
市
お

よ
び
自
治
会
な
ど
管
理
分
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
81
・
２
％
。

電
気
料
金
負
担
金
は
、
平

成
28
年
度
と
比
較
す
る
と

１
６
５
万
２
０
０
０
円
縮
減
。

人
・
農
地
問
題
解
決
推
進
事

業
　

農
地
の
集
積
な
ど
、
今
後

の
地
域
農
業
の
在
り
方
を
定

め
る
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
事

務
費
。
９
地
区
の
農
地
利
用

調
査
を
実
施
し
た
。

決
算
第
２
分
科
会
（
教
育
民
生
常
任
委
員
会
）

決
算
第
３
分
科
会
（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

決
算
第
１
分
科
会
（
総
務
常
任
委
員
会
）

市
民
意
識
調
査
事
業

　

隔
年
実
施
で
、
今
回
が
８

回
目
。
令
和
２
年
９
月
か
ら

10
月
に
か
け
、
調
査
の
標

本
数
１
３
０
０
人
に
対
し
、

８
２
７
人
の
回
答
を
得
た
。

交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
等
環
境
整
備
事
業

　

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
の

環
境
整
備
と
、
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
し
た
。
和

賀
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

今
後
新
築
が
予
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
今
回
は
除
外
し
た
。

消
防
団
員
免
許
取
得
等
支
援

事
業

　

平
成
29
年
３
月
の
道
路
交

通
法
改
正
に
よ
り
、
従
来
の

普
通
自
動
車
運
転
免
許
で
運

転
で
き
た
ポ
ン
プ
車
（
約
４

ト
ン
）
が
、
準
中
型
自
動
車

運
転
免
許
が
必
要
と
な
っ
た
。

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
す
る
際
、
ま
た
は
普
通

自
動
車
運
転
免
許
の
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
限
定
か
ら
限
定
解

除
す
る
際
に
そ
れ
ぞ
れ
費
用

を
助
成
す
る
も
の
。
対
象
者

44
人
の
う
ち
令
和
２
年
度
は

１
人
が
準
中
型
自
動
車
運
転

免
許
を
取
得
し
た
。
今
後
、

一
層
の
周
知
に
努
め
た
い
。

北
上
市
民
柔
剣
道
場
・
弓
道

場
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
調
査
事
業

　

老
朽
化
が
進
む
体
育
施
設

の
更
新
に
合
わ
せ
て
、
民
間

の
提
案
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
民
間
資
金
等
活
用
事
業
）

な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
し
た
。
そ
の
結
果
、
有
効

性
が
認
め
ら
れ
、
令
和
３
年

度
に
は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
（
＊
）
を
実
施
す
る
。

＊
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
…
案
件
の
内
容
・
公
募
条
件
な
ど
を
決
定
す
る
前
段

階
で
公
募
に
よ
り
民
間
事
業
者
の
意
向
調
査
・
直
接
対
話
を
行
い
、
当
該
案
件

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
の
諸
条
件
の
整
理
を
行
う
も
の
。
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一 般 質 問

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
の

考
え
は

Ｑ　

 

被
保
険
者
に
は
高
負
担

だ
と
思
う
。
納
付
回
数

を
増
や
す
と
か
、
10
億

円
以
上
積
み
立
て
た
基

金
を
活
用
し
税
を
引
き

下
げ
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

 

納
付
回
数
の
増
は
仮
算

定
後
に
本
算
定
す
る
保

険
料
の
形
な
ら
可
能
か

も
し
れ
な
い
が
、
税
は

賦
課
額
の
決
定
後
か
ら

年
度
内
に
納
付
い
た
だ

く
こ
と
を
考
え
る
と
日

程
的
に
難
し
い
。
基
金

は
予
想
さ
れ
る
収
入
不

足
を
補
う
た
め
の
備
え

で
あ
り
、
活
用
し
て
の

引
き
下
げ
は
困
難
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に

Ｑ　

 

中
学
校
総
合
体
育
大
会

出
場
選
手
な
ど
５
０
１

人
に
実
施
し
た
よ
う
に

市
独
自
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

拡
充
の
考
え
は
。

Ａ　

 

感
染
拡
大
の
状
況
下
で

は
行
政
検
査
が
優
先
。

県
や
保
健
所
の
了
承
も

な
い
と
実
施
は
困
難
。

Ｑ　

 

感
染
の
早
期
発
見
の
た

め
に
緊
急
に
、
の
り
た

く
ん
の
距
離
延
長
、
お

で
か
け
券
の
補
助
増
額

が
必
要
で
は
。

Ａ　

 

距
離
延
長
や
補
助
増
額

は
、
こ
れ
と
は
別
に
公

共
交
通
計
画
改
定
作
業

の
中
で
議
論
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

集
団
接
種
会
場
を
設
置

し
た
よ
う
に
無
医
地
区

に
も
臨
時
診
療
所
を
設

置
し
、
医
師
な
ど
を
派

遣
す
る
考
え
は
。

Ａ　

 

通
常
の
診
療
所
設
置
と

は
分
け
て
考
え
る
べ
き
。

借金しなくても納
められる国保税に
してほしいです！

＊
Ｇ
Ｐ
Ｓ
…
人
工
衛
星
を
利
用
し
て
現
在
位
置
を
測
定
す
る
シ
ス
テ
ム
。

YouTube

「髙橋議員」

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 議員

高
齢
者
世
帯
は
屋
根
の
雪
下

ろ
し
は
で
き
な
い

Ｑ　

 

自
力
で
雪
下
ろ
し
作
業

が
で
き
な
い
状
況
な
ど

か
ら
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
へ
屋
根
の
雪

下
ろ
し
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
考
え
は
。

Ａ　
 

秋
田
県
や
山
形
県
の
事

例
を
参
考
と
し
て
関
係

部
署
と
協
議
す
る
。

空
き
家
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し

対
策
は

Ｑ　

 

大
雪
な
ど
で
損
壊
や
倒

壊
、
人
命
に
関
わ
る
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、

空
き
家
の
所
有
者
に
ど

の
よ
う
な
措
置
を
講
ず

る
の
か
。

Ａ　

 

所
有
者
を
調
査
し
、
適

切
な
管
理
を
要
請
し
て

い
る
。
緊
急
性
が
高
い

場
合
に
は
、
条
例
に
基

づ
き
対
応
し
て
い
る
。

屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
和
賀
地

区
自
治
協
議
会
と
市
で
連
携

をＱ　

 

和
賀
地
区
自
治
協
議
会

の
９
行
政
区
が
一
体
と

な
り
雪
下
ろ
し
専
門
部

隊
を
組
織
し
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
に
対
応
す
る

に
は
、
市
と
連
携
す
る

必
要
が
あ
る
が
考
え
は
。

Ａ　

 

素
晴
ら
し
い
提
案
な
の

で
、
早
速
検
討
す
る
。

除
雪
マ
ッ
プ
の
不
備
と
改
善

はＱ　

 
現
在
の
除
雪
マ
ッ
プ
は

即
時
の
作
業
状
況
が
確

認
で
き
ず
、
状
況
に
食

い
違
い
が
あ
る
。

Ａ　

 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
＊
）
な
ど
の

機
能
を
備
え
た
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
検
討
す
る
。

雪の多い地域はい
ろいろな面で大変
だ！

YouTube

「藤原議員」

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 議員

市
民
・
納
税
者
か
ら
の
信
頼

回
復
と
市
長
等
の
行
政
責
任

はＱ　

 

今
般
の
誤
賦
課
問
題
は

差
別
を
禁
止
す
る
憲
法

に
違
反
し
地
方
税
法
に

違
反
す
る
行
為
だ
。
議

会
本
会
議
に
お
け
る
再

三
に
わ
た
る
虚
偽
答
弁
。

誤
り
が
明
確
に
な
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
訂

正
も
お
わ
び
も
し
な

い
。
極
め
て
不
誠
実
な

対
応
で
あ
る
。
法
的
根

拠
の
な
い
「
市
長
の
裁

量
」
「
学
説
」「
顧
問
弁

護
士
の
見
解
」
を
主
張

し
、
是
正
を
遅
ら
せ
課

税
の
差
別
が
継
続
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

Ａ　

 

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
狙
い
は
、
不

断
の
改
善
に
よ
る
市
民

福
祉
の
向
上
で
あ
る
。

こ
の
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
確
実
に

実
行
す
る
こ
と
が
市
民

の
信
頼
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
中
で

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
し
て
私
に
課
せ
ら
れ

た
責
任
は
、
進
行
管
理

プ
ロ
セ
ス
と
資
源
管
理

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
今

般
の
家
屋
評
価
ル
ー
ル

の
不
適
合
是
正
措
置
は

ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

こ
れ
を
完
了
さ
せ
る
こ

と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た

責
任
で
あ
る
。
し
っ
か

り
果
た
し
て
ま
い
る
覚

悟
だ
。

やっと不適合是正
を認めた

YouTube

「高橋議員」

※顔写真ではマスクを外していますが、実際の一般質問時はマスクをつけています。
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小
お ば ら

原 敏
としみち

道 議員

兼
業
農
家
の
支
援
策
と
補
助

制
度
は

Ｑ　

 

兼
業
農
家
の
推
移
と
、

農
業
を
や
め
る
要
因
は
。

Ａ　

 

兼
業
農
家
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
農
業
を
や
め

る
要
因
は
高
齢
化
も
あ

る
が
、
兼
業
農
家
の
多

く
は
農
業
機
械
の
更
新

が
大
き
な
負
担
で
あ
る
。

農
業
経
営
継
続
の
支
援

を
目
的
に
農
業
用
機
械

共
同
購
入
事
業
費
補
助

金
と
農
業
用
先
端
技
術

機
器
等
導
入
事
業
費
補

助
金
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　

 

使
い
勝
手
の
良
い
補
助

金
制
度
に
し
て
は
。

Ａ　

 

農
家
の
減
少
は
耕
作
放

棄
地
の
増
加
や
、
用
排

水
路
の
機
能
低
下
な
ど

農
村
環
境
の
荒
廃
に
つ

な
が
る
。
前
述
の
補
助

金
は
兼
業
農
家
で
も
利

用
で
き
、
親
元
就
農
支

援
事
業
、
経
営
拡
大
推

進
事
業
は
農
業
経
営
の

継
続
・
発
展
を
目
的
に

経
営
面
積
の
要
件
を
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
し

た
。
今
後
も
農
家
か
ら

多
く
の
要
望
を
出
し
て

ほ
し
い
。

Ｑ　

 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現

状
は
。

Ａ　

 

遊
休
農
地
の
所
有
者
へ

農
地
利
用
の
意
向
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
意
向

に
沿
っ
て
遊
休
農
地
か

ら
農
地
復
元
の
た
め
の

相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
る
。
農
地
に
該

当
し
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
所
有
者
に
非
農

地
通
知
書
を
送
付
し
て

い
る
。
現
在
ま
で
違
反

転
用
は
市
内
で
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。

農村環境を守るの
は、大変だな～？！

YouTube

「小原議員」

梅
う め き

木 忍
しのぶ

 議員

通
学
路
の
危
険
個
所
ゼ
ロ
に

Ｑ　

 

千
葉
県
八
街
市
の
事
故

を
受
け
て
の
通
学
路
の

合
同
点
検
と
、
対
策
が

必
要
な
個
所
の
抽
出
状

況
は
。

Ａ　

 

過
去
に
市
へ
の
改
善
要

請
が
あ
っ
た
危
険
個
所

な
ど
を
抽
出
し
、
10
月

末
を
め
ど
に
対
策
案
の

検
討
を
行
う
。
市
教
育

委
員
会
で
は
関
係
機
関

と
合
同
で
危
険
個
所
の

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

可
能
な
も
の
か
ら
速
や

か
に
対
策
を
実
施
し
て

い
く
。

市
民
目
線
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

情
報
発
信
を

Ｑ　

 

具
体
的
、
迅
速
な
情
報

発
信
が
感
染
拡
大
防
止

に
つ
な
が
る
。
行
政
か

ら
の
情
報
が
不
十
分
で
、

抽
象
的
だ
と
市
民
は
感

染
防
止
の
た
め
の
正
確

な
行
動
が
取
り
に
く
い
。

ま
た
、
市
民
の
「
コ
ロ

ナ
馴
れ
」
の
打
開
策
は
。

Ａ　

 

市
民
が
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
感
染
防
止
策

の
徹
底
と
、
誹
謗
中
傷

の
防
止
を
繰
り
返
し
お

願
い
し
て
き
た
。
「
北

上
ス
タ
イ
ル
」
の
よ
う

な
具
体
的
対
策
を
繰
り

返
し
発
信
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。

Ｑ　

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
＊
）
な
ど
で

氾
濫
し
て
い
る
誤
情
報

対
策
は
。

Ａ　

 
公
開
可
能
な
す
べ
て
の

情
報
を
発
信
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

国
・
県
か
ら
の
情
報
に

も
注
目
し
て
ほ
し
い
。

コロナより 怖い偏
見 デマ情報 ～コ
ロナ川柳 by 忍～

YouTube

「梅木議員」

鈴
す ず き

木 健
けんじろう

二郎 議員

木
造
家
屋
固
定
資
産
税
誤
賦

課
へ
の
対
応
は

Ｑ　

 

誤
賦
課
に
よ
る
返
還
金

な
ど
の
対
応
を
平
成
３

年
度
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

 

平
成
３
年
度
か
ら
平
成

12
年
度
ま
で
は
課
税
台

帳
、
納
付
情
報
が
な
い

の
で
再
計
算
が
で
き
ず

対
応
で
き
な
い
。
な
お
、

文
書
の
保
存
の
期
間
を
、

以
前
は
地
方
税
法
の
適

用
期
間
で
あ
る
５
年
と

定
め
て
い
た
。

Ｑ　

 

地
方
税
法
で
は
固
定
資

産
の
評
価
に
関
す
る
資

料
を
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ　

 

永
年
保
存
と
定
め
ら
れ

て
い
る
建
物
取
得
時
の

評
価
な
ど
の
課
税
標
準

の
資
料
は
備
え
て
い
る
。

Ｑ　

 

木
造
家
屋
評
点
調
査
表

（
＊
）
が
あ
れ
ば
再
計

算
が
可
能
で
は
な
い
か
。

Ａ　

 

平
成
12
年
度
以
前
の
返

還
額
は
試
算
で
き
る
が
、

試
算
を
適
正
な
賦
課
の

根
拠
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

Ｑ　

 

平
成
12
年
度
以
前
も
国

の
基
準
と
異
な
る
賦
課

を
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

同
様
に
返
還
な
ど
の
対

応
を
す
べ
き
だ
。

Ａ　

 

国
家
賠
償
法
や
市
税
等

過
誤
納
金
補
て
ん
金
要

綱
で
規
定
す
る
対
象
期

間
は
20
年
間
な
の
で
、

返
還
な
ど
の
対
応
を
平

成
13
年
度
ま
で
と
す
る
。

Ｑ　

 

早
急
に
市
民
・
納
税
者

へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
べ
き
だ
。

Ａ　

 

市
民
へ
の
説
明
は
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て

十
分
果
た
し
て
い
く
。

早急に市民の信頼
回復を図るべき

YouTube

「鈴木議員」

＊
Ｓ
Ｎ
Ｓ
…
登
録
さ
れ
た
利
用
者
同
士
が
交
流
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
会
員

制
サ
ー
ビ
ス
。

＊
木
造
家
屋
評
点
調
査
表
…
新
築
時
の
家
屋
を
評
価
す
る
計
算
書
。
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居
い こ ま

駒 勉
つとむ

 議員

策
定
中
の
公
共
交
通
計
画
に

市
民
の
意
見
を

Ｑ　

 

夏
油
高
原
温
泉
郷
や
鬼

の
館
と
い
っ
た
観
光
地

へ
の
移
動
手
段
と
し
て

計
画
の
要
素
に
入
れ
る

考
え
は
。

Ａ　

 

観
光
振
興
は
公
共
交
通

と
し
て
重
要
な
役
割
で

あ
る
が
、
計
画
と
は
切

り
離
し
、
交
通
弱
者
の

足
を
確
保
す
る
と
い
う

こ
と
で
進
め
た
い
。
ま

た
、
現
在
夏
油
高
原
温

泉
郷
旅
館
組
合
と
一
緒

に
検
討
を
進
め
て
お
り
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
デ
マ

ン
ド
式
タ
ク
シ
ー
な
ど

を
研
究
中
で
あ
る
。

Ｑ　

 

お
に
丸
号
の
運
行
日
を

増
や
す
考
え
は
。
ま
た
、

待
ち
時
間
の
有
効
利
用

の
た
め
発
着
点
を
ふ
る

さ
と
体
験
館
ま
た
は
夏

油
高
原
温
泉
郷
に
変
え

る
考
え
は
。

Ａ　

 
路
線
拡
充
は
費
用
も
掛

か
り
す
ぐ
に
は
難
し
い
。

立
花
岩
崎
線
は
利
用
が

伸
び
て
い
る
が
、
全
体

と
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
伸
び
て
い
な
い
。

計
画
を
検
討
す
る
中
で

今
回
の
声
や
要
望
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

地
域
づ
く
り
組
織
へ
の
活
動

支
援
を

Ｑ　

 

来
年
度
以
降
、
事
業
イ

ベ
ン
ト
に
支
援
な
ど
の

考
え
は
。

Ａ　

 

地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動

の
活
発
化
、
地
域
経
済

を
活
発
化
さ
せ
る
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
き
た
い
。

市民の声を、熱意を
もって市当局へ届
けます！

YouTube

「居駒議員」

江
釣
子
野
球
場
の
整
備
は

Ｑ　

整
備
内
容
と
目
的
は
。

Ａ　

 

令
和
元
年
度
～
令
和
４

年
度
の
予
定
で
長
寿
命

化
、
高
度
化
を
図
っ
て

い
る
。
令
和
元
年
度
に

ラ
イ
ト
側
の
防
球
ネ
ッ

ト
設
置
、
令
和
２
年
度

に
電
光
掲
示
板
と
ト
イ

レ
改
修
、
ブ
ル
ペ
ン
設

置
、
令
和
３
年
度
に

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
を
増

設
し
、
令
和
４
年
度
に

は
屋
外
ト
イ
レ
の
新
設
、

１
・
３
塁
側
ス
タ
ン
ド

席
の
増
設
を
予
定
し
て

い
る
。
夏
の
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
岩
手

県
大
会
な
ど
の
大
会
が

行
わ
れ
る
規
模
の
施
設

と
し
た
い
。

岩
崎
野
球
場
の
整
備
は

Ｑ　

 

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ　

 

建
築
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
令
和
９
年

ご
ろ
を
め
ど
に
整
備
を

進
め
る
予
定
で
、
現
有

設
備
を
更
新
な
ど
に
よ

り
長
寿
命
化
を
図
る
。

藤
沢
広
場
の
整
備
は

Ｑ　

 

子
ど
も
た
ち
の
野
球
な

ど
が
で
き
る
施
設
が
不

足
し
、
競
技
団
体
な
ど

か
ら
拡
張
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
が
対
応
は
。

Ａ　

 
照
明
設
備
の
大
掛
か
り

な
移
動
が
必
要
。
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討

し
た
が
、
現
段
階
で
は

難
し
い
。

武
た け だ

田 勝
まさる

 議員

岩
沢
、
和
賀
仙
人
、
夏
油
高

原
一
帯
の
観
光
振
興
を

Ｑ　

 

水
沢
鉱
山
跡
を
近
代
化

産
業
遺
産
ま
た
は
国
の

史
跡
に
推
奨
し
、
地
域

活
性
化
に
資
す
る
考
え

は
な
い
か
。

Ａ　

 

現
在
、
経
済
産
業
省
に

よ
る
近
代
化
産
業
遺
産

の
公
募
予
定
が
な
い
。

国
の
史
跡
指
定
は
、
市

と
し
て
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

 

仙
人
峠
の
姥
杉
へ
通
じ

る
秀
衡
街
道
を
登
山
道

に
申
請
し
、
観
光
振
興

に
資
す
る
考
え
は
。

Ａ　

 

地
元
団
体
な
ど
が
、
街

道
整
備
や
保
全
活
動
を

行
う
意
向
が
あ
る
場
合

は
支
援
し
て
い
く
。

農
業
の
担
い
手
不
足
対
策
は

Ｑ　

 

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ　
 

令
和
２
年
度
は
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
を
市
内
28
組
織
に

１
億
１
５
０
万
円
、
多

面
的
機
能
支
払
交
付

金
を
市
内
45
組
織
に

５
億
８
０
０
万
円
を
交

付
し
、
農
地
集
積
や
担

い
手
育
成
の
促
進
、
耕

作
放
棄
地
や
休
耕
田
発

生
の
抑
制
に
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
徹
底

を
図
れ

Ｑ　

 

里
山
な
ど
に
す
み
つ
い

た
有
害
鳥
獣
は
駆
除
し
、

被
害
防
止
の
徹
底
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

 

農
作
物
被
害
防
止
に
電

気
柵
設
置
が
効
果
的
で

あ
る
。
北
上
市
鳥
獣
被

害
対
策
連
絡
協
議
会
が

補
助
金
交
付
し
て
い
る

の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

定年就農で元気な
北上農業を !!

YouTube

「武田議員」

高
たかはし

橋 晃
あきひろ

大 議員

現在ある施設をバ
ランスの取れた整
備を・・・

YouTube

「高橋議員」
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一 般 質 問

平
ひ ら の

野 明
あきのり

紀 議員

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

Ｑ　

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
伴
う
公
立
保

育
で
の
３
歳
児
保
育
士

配
置
基
準
で
あ
る
、
子

ど
も
15
人
に
対
し
て
保

育
士
１
人
の
配
置
に
改

善
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

 

基
準
は
見
直
し
て
い
な

い
が
、
実
質
的
に
２
園

以
外
は
改
善
後
の
基
準

内
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

 

一
時
保
育
、
病
後
児
保

育
な
ど
を
利
用
し
て
い

る
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ

の
支
援
の
拡
充
は
。

Ａ　

 

一
時
保
育
は
利
用
し
や

す
さ
を
今
後
の
運
用
で

検
討
す
る
。

Ｑ　

 

学
童
保
育
施
設
整
備
の

具
体
的
な
計
画
は
。

Ａ　

 

黒
沢
尻
東
学
童
保
育
所

は
、
３
棟
一
体
で
整
備

を
進
め
る
。

持
続
可
能
な
職
員
体
制
を

Ｑ　
 

職
員
の
時
間
外
、
休
日

勤
務
の
実
態
は
ど
う
か
。

職
員
の
健
康
破
壊
の
実

態
は
ど
う
か
。

Ａ　

 

本
年
度
の
時
間
外
勤
務

は
前
年
度
比
36
％
の
増
。

メ
ン
タ
ル
疾
患
に
よ
る

長
期
病
休
者
は
昨
年
度

24
人
、
本
年
度
19
人
で

あ
る
。

Ｑ　

 

来
年
度
の
人
員
確
保
、

専
門
職
な
ど
必
要
な
人

材
確
保
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

 

退
職
補
充
の
ほ
か
、
業

務
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
建
築
技
師
な
ど

必
要
な
人
材
の
確
保
に

努
め
る
。

Ｑ　

 

窓
口
業
務
の
民
間
委
託

は
進
め
る
考
え
か
。

Ａ　

 

組
織
全
体
の
生
産
性
向

上
を
図
る
観
点
か
ら
検

討
を
進
め
て
い
る
。

職員の長時間労働、
長期病休者の増は
憂慮すべき事態

YouTube

「平野議員」

安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 議員

農
業
経
営
が
成
り
立
つ
対
応

策
は

Ｑ　

 

米
価
の
暴
落
で
生
産
費

を
大
き
く
下
回
る
状
態

だ
が
支
援
策
は
。

Ａ　

 

生
産
費
に
は
労
働
賃
金

も
入
っ
て
い
る
。
コ
ス

ト
削
減
に
支
援
を
し
て

い
く
。

Ｑ　
 

余
剰
米
を
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
生
活
困
窮
者
や

学
生
に
提
供
す
る
支
援

策
は
。

Ａ　

 

子
ど
も
食
堂
は
年
間
90 

　
　

 

kg
、
子
ど
も
宅
食
は
年

間
３
０
０
kg
の
上
限
に

追
加
申
請
で
き
る
制
度

が
あ
る
。

高
齢
者
福
祉
の
拡
充
を

Ｑ　

 

特
別
障
が
い
者
手
当
の

月
額
２
万
７
３
５
０
円

は
要
介
護
４
・
５
も
対

象
に
な
る
が
、
周
知
を

図
る
べ
き
。

Ａ　

 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
関
係
者
に
周
知
を
図

り
、
支
給
対
象
者
に
漏

れ
が
な
い
よ
う
努
め
る
。

Ｑ　

 

認
知
症
予
防
に
つ
な
が

る
高
齢
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
し
助
成
は
。

Ａ　

 

高
齢
者
福
祉
の
課
題
と

し
て
研
究
す
る
。

「
生
理
の
貧
困
」
対
策
は

Ｑ　

 

学
校
女
子
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
設
置
は
。

Ａ　

 

こ
れ
ま
で
市
内
の
学
校

の
保
健
室
に
生
理
用
品

を
常
備
し
て
い
た
。
児

童
生
徒
が
安
心
し
て
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

来
年
度
か
ら
小
、
中
学

校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
配
置
す
る
。

「農業はいのちを作
る」米は生命を作る
大黒柱

YouTube

「安德議員」

菊
き く ち

池 勝
まさる

 議員

今できることを全
力で。次も一般質問
登壇します。

YouTube

「菊池議員」

新
た
な
北
上
市
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

状
況
は

Ｑ　

 

産
業
分
野
ご
と
に
策
定

さ
れ
て
い
た
計
画
を
一

元
化
し
て
策
定
す
る
目

的
は
。

Ａ　

 

北
上
市
地
域
産
業
振
興

基
本
条
例
に
基
づ
き
目

指
す
べ
き
地
域
産
業
の

在
り
方
と
そ
の
実
現
に

向
け
、
農
林
業
、
商
業
、

工
業
お
よ
び
観
光
業
の

各
産
業
が
強
く
連
携
し

市
民
、
事
業
者
、
産
業

経
済
団
体
お
よ
び
行
政

の
す
べ
て
が
協
力
し
、

地
域
の
持
続
的
な
発
展

と
魅
力
あ
る
地
域
産
業

の
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
策
定
す
る
も

の
。
よ
り
一
層
の
連
携

を
推
進
す
る
た
め
産
業

ビ
ジ
ョ
ン
に
一
元
化
を

図
り
、
年
内
の
策
定
を

目
指
す
。

市
内
小
中
学
校
で
一
人
一
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与

Ｑ　

 

活
用
状
況
は
。

Ａ　

 

各
小
中
学
校
で
お
お
む

ね
６
月
ご
ろ
か
ら
授
業

で
使
用
開
始
。
修
学
旅

行
先
の
見
学
施
設
を
事

前
に
調
べ
た
り
、
授
業

中
に
お
互
い
の
意
見
を

画
面
上
で
瞬
時
に
共
有

し
て
思
考
を
深
め
た
り
、

カ
メ
ラ
機
能
を
使
っ
た

植
物
の
成
長
の
観
察
、

ド
リ
ル
教
材
を
用
い
た

習
熟
度
に
応
じ
た
学
習

な
ど
、
各
教
科
の
学
習

に
さ
ま
ざ
ま
活
用
し
て

い
る
。
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一 般 質 問

熊
くまがい

谷 浩
こ う き

紀 議員

災
害
時
の
車
中
泊
な
ど
の
避

難
対
策
は

Ｑ　

 

分
散
避
難
と
し
て
車
中

泊
を
す
る
人
へ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
。

Ａ　

 

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

基
本
に
、
車
中
泊
避
難

者
の
対
応
を
考
え
る
。

一
次
避
難
所
の
駐
車
場

は
狭
く
、
受
け
入
れ
が

難
し
い
た
め
、
車
中
泊

用
駐
車
場
な
ど
、
他
の

自
治
体
の
設
置
事
例
を

研
究
す
る
。

Ｑ　

 

車
中
泊
避
難
者
は
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

な
ど
血
栓
症
に
な
り
や

す
い
。
着
圧
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
な
ど
の
備
蓄
や
予

防
策
の
考
え
は
。

Ａ　

 

車
中
泊
避
難
者
の
健
康

管
理
を
含
め
研
究
を
す

る
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン(

個
別

の
防
災
行
動
計
画
）
の
市
民

の
活
用
状
況
は

Ｑ　

 

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

周
知
や
現
状
は
。

Ａ　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
の
ほ
か
、
昨
年
度
は

出
前
講
座
を
５
回
開
催

し
、
１
４
３
人
に
そ
の

必
要
性
や
作
成
方
法
を

説
明
し
た
。
本
年
度
は

自
主
防
災
マ
イ
ス
タ
ー

講
習
会
、
自
主
防
災
組

織
研
修
会
で
も
説
明
す

る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

 

市
民
や
子
ど
も
た
ち
へ

の
講
習
会
の
予
定
は
。

Ａ　

 

市
主
催
の
講
習
会
の
予

定
は
な
い
が
、
出
前
講

座
や
中
学
校
の
防
災
学

習
で
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
作
成
研
修
を
取
り
入

れ
る
予
定
で
あ
る
。

災害時の車中泊避
難対策を早急に考
えてほしいなぁ

YouTube

「熊谷議員」

小
お ば ら

原 享
きょうこ

子 議員

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
は

Ｑ　

 

地
域
課
題
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

 

北
上
市
情
報
基
本
計
画

で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

積
極
的
に
推
進
し
、
地

域
課
題
の
解
決
に
つ
な

げ
る
必
要
が
あ
る
と
し
、

遠
隔
診
療
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
に
向
け
検
討
を
進

め
て
い
る
。

Ｑ　

 

テ
レ
ワ
ー
ク
を
就
労
支

援
に
活
用
す
る
考
え
は
。

Ａ　

 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
さ
く
ら

な
ど
を
通
じ
、
就
労

者
・
企
業
側
双
方
の
テ

レ
ワ
ー
ク
就
労
の
ニ
ー

ズ
把
握
に
努
め
る
。
就

労
希
望
者
に
テ
レ
ワ
ー

ク
就
労
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
場
合
は
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
必
要

な
支
援
を
研
究
す
る
。

生
活
習
慣
病
の
対
応
策
は

Ｑ　

 

特
定
保
健
指
導
の
現
状

は
。

Ａ　

 

保
健
師
や
管
理
栄
養
士

な
ど
、
専
門
職
員
が
生

活
習
慣
改
善
の
た
め
の

「
動
機
づ
け
支
援
」
を

行
っ
て
い
る
。
継
続
的

に
専
門
的
な
指
導
が
必

要
な
人
に
は
、
体
重
減

量
や
禁
煙
に
向
け
た
行

動
目
標
を
設
定
し
た

「
積
極
的
支
援
」を
行
っ

て
い
る
。

Ｑ　

 

今
後
の
予
防
体
制
は
。

Ａ　

 

対
面
に
よ
る
相
談
、
指

導
を
重
視
し
て
き
た
が
、

今
後
行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
＊
）

の
導
入
検
討
を
進
め
る
。

もっと女性は輝け
る！デジタル女子
育成しないかな…

YouTube

「小原議員」

星
ほし

 敦
あ つ こ

子 議員

ペ
ッ
ト
の
多
頭
飼
育
崩
壊
は

人
の
問
題
と
捉と

ら

え
て
い
る
か

Ｑ　

 

多
頭
飼
育
が
崩
壊
し
て

い
る
と
き
は
、
人
の
生

活
も
崩
壊
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
当
市
の
対

応
は
。

Ａ　

 

保
健
所
と
連
携
し
て
問

題
に
発
展
し
そ
う
な
飼

い
主
の
早
期
発
見
と
発

生
抑
制
に
努
め
る
。

Ｑ　

 

国
は
飼
育
放
棄
の
厳
罰

化
な
ど
動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す
る
法
律

を
強
化
。
さ
ら
に
動
物

と
人
へ
の
両
支
援
を
求

め
て
い
る
が
見
解
は
。

Ａ　

 

猫
は
県
の
管
轄
で
あ
る

が
、
県
か
ら
要
請
が
あ

れ
ば
福
祉
部
局
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
可
能
な

範
囲
で
協
力
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

ふ
る
さ
と
納
税
を
猫
の

不
妊
手
術
に
活
用
す
る

考
え
は
。

Ａ　

 

現
状
、
県
か
ら
要
請
も

な
く
、
市
で
実
施
す
る

状
況
に
な
い
。

２
学
期
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
強
化
は

Ｑ　

 

10
代
の
感
染
が
増
加
し

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
動
向
は
。

Ａ　

 

12
歳
か
ら
15
歳
の
１
回

目
の
接
種
予
約
率
は

51
・
９
％
と
な
っ
て
い

る
（
９
月
14
日
現
在
）
。

Ｑ　

 

飛ひ

ま

つ沫
や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感

染
（
＊
）
が
主
な
感
染

経
路
と
判
明
。
不
織
布

マ
ス
ク
奨
励
や
常
時
換

気
を
徹
底
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ　

 

各
学
校
で
意
識
し
な
が

ら
注
意
喚
起
や
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

県や市の守備範囲
を超えた連携が解
決への早道なのに

YouTube

「星議員」

＊
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
…
微
小
粒
子
の
飛
沫
内
に
病
原
体
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ

の
微
小
粒
子
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
。

＊
Ｓ
Ｎ
Ｓ
…
登
録
さ
れ
た
利
用
者
同
士
が
交
流
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
会
員

制
サ
ー
ビ
ス
。
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北上市議会基本条例の一部を改正しました

　北上市議会基本条例は、平成23年12月に制定され、

議会運営の基本原則を定めたものであり、北上市議会

における条例や規則の最上位に位置付けています。

　今回の改正は、災害時の対応や、見直しの規定の追

加などです。

一　般　質　問

12 月通常会議の日程

－議会を傍聴しませんか－

　いずれも午前10時からの開催予定です。どなたでも

自由に傍聴できます。

※ 委員会を傍聴する際は、議会事務局で受付をお願い

します。

常任委員会

開会日

最終日

９月通常会議

　市議会では９月４日、業務継続計画（ＢＣＰ）に基

づき、有事においても議員おのおのが地域の災害状況

などを把握し、現場の状況を的確に発信する情報伝達

訓練を実施しました。

　今回の訓練は、「震度５強の地震が発生」あるいは「水

害による災害発生の恐れがある」いずれかの想定のも

と、居住地域内の第一次避難所、第二次避難所に状況

確認に向かい、タブレット端末を活用して現在地を示

すマップデータと避難所の様子を撮影した写真を情報

として正確に送信するというものでした。

　避難者や避難所運営の様子、地域内の河川が増水し

ている様子を伝える報告もあり、議員それぞれが災害

時に想定される状況報告を加えるなど、有事に備え充

実した訓練となりました。

北上市議会業務継続計画（ＢＣＰ）の実行訓

練を行いました

実際に避難所に向かい、情報収集をして報告しました
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７月１日　総務常任委員会

　　２日　広報委員会

　　６日　広報委員会、

　　　　　新型コロナウイルス感染症対策会議

　　12日　議会運営委員会、産業建設常任委員会

　　13日　 新型コロナウイルス感染症対策会議

　　15日　第265回７月臨時会議、教育民生常任委員会

　　20日　新型コロナウイルス感染症対策会議

　　26日　議会改革推進会議、広聴委員会

　　27日　総務常任委員会

　　28日　新型コロナウイルス感染症対策会議、

　　　　　総務常任委員会

８月３日　 新型コロナウイルス感染症対策会議

　  10日　 議会改革推進会議

　  17日　 議会運営委員会、各派代表者会

　　　　　新型コロナウイルス感染症対策会議

　　18日　教育民生常任委員会、産業建設常任委員会

　　19日　第266回８月臨時会議（→p.２）、

　　　　　議会全員協議会

　　20日　 ＢＣＰ実行訓練に伴うシステム研修会、

　　　　　総務常任委員会、教育民生常任委員会

　　27日　教育民生常任委員会

　　30日　 議会運営委員会、広報委員会、広聴委員会

　　31日　決算概要説明会、

　　　　　新型コロナウイルス感染症対策会議　　　　　

９月１日　議会改革推進会議

　  ２日～28日　第267回９月通常会議（→p.２～）

　　　　　　　　≪本会議の傍聴者数は67人でした≫

　  ２日　決算特別委員会、教育民生常任委員会、

　　　　　産業建設常任委員会

　　４日　 北上市議会業務継続計画（ＢＣＰ）の実行訓練

（→p.12）

　  ６日～９日　決算特別委員会分科会

　　７日　議会運営委員会

　　９日　総務常任委員会

　　10日　総務常任委員会、教育民生常任委員会、　

　　　　　 教育民生常任委員会・産業建設常任委員会連合

審査会、新型コロナウイルス感染症対策会議　

　　15日　各派代表者会

　　21日　決算特別委員会　

　　24日　議会運営委員会、

　　　　　新型コロナウイルス感染症対策会議

　　28日　議会全員協議会、議会運営委員会

議会の動き（７月～９月）

広
報
委
員
会

 

委 

員 

長

　
　
昆
　
野
　
将
　
之

 

副
委
員
長

　
　
三
　
宅
　
　
靖

 

委
　
　
員

　
　
居
　
駒
　
　
勉

　
　
髙
　
橋
　
久
美
子

　
　
髙
　
橋
　
　
洋

　
　
藤
　
田
　
民
　
生

　
　
小
田
島
　
德
　
幸

　
　
小
　
原
　
享
　
子

発
行
／
岩
手
県
北
上
市
議
会
　
 
編
集
／
広
報
委
員
会

〒
024-8501　

岩
手
県
北
上
市
芳
町
１
番
１
号
　
　
　
　
  　

　
☎
 0197-72-8233（

直
通
）　

FAX 0197-64-2123　

E
-
mail:gikai@city.kitakami.iwate.jp　

 議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/kitakamishigikai

No.

123


	【ＷＥＢ用】p1-7_９月通常会議.pdf
	【ＷＥＢ用】p8-12_９月通常会議.pdf

